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第 1 章 研究背景と目的 

1.1 研究背景と社会的要請 

 長寿化と少産化により，子育て終了後に夫婦のみで過ごす期間が長期化し，再適応が求

められている．性別役割分業意識が根強く残る中，伴侶性が育まれず熟年離婚に至るケー

スが増加しており，離婚後の女性の経済的自立困難も課題である． 

 

1.2 夫婦関係満足度の重要性 

 夫婦関係満足度は結婚の質を測る重要な指標であり，U 字カーブ説に対する反証も含

め，安定継続の要因解明が急務である． 

 

1.3 夫婦関係満足度の要因に関する先行研究の到達点と課題 

  量的研究は要因の多面性を明らかにしたが，文化的文脈や関係の変容過程には迫りき

れていない．質的研究は極めて少なく，妻の語りを通じて継続要因を構造的に把握する実

証研究が求められている． 

 

1.4 研究の目的と意義 

 長期にわたり結婚生活を継続し，夫婦関係満足度が高い妻を対象に，満足度の高さを支

える要因を質的に探求することを目的とする．量的研究では捉えきれない主観的な意味づ

けや関係維持の実践知を，妻の語りを通じて可視化し，満足度を静的な状態でなく動的な

プロセスとして捉える視座を提示することに意義がある．加えて，関係維持に向けた日常

的努力や意味づけの積み重ねを照射することで，高齢期における夫婦支援や熟年離婚予防

にも資する知見を提供する． 

 

第 2 章 研究方法 

2.1 研究対象者 

 信頼関係のある対象者に機縁法で協力を依頼し，60〜74 歳の女性で結婚 30 年以上，職

業役割を終え，健康かつ同居家族がいない者を対象とした．理論的飽和に基づき，10 名

を目安に設定した． 

 

2.2 研究方法 

 半構造化インタビューを各 1 回実施し，Zoom で録音・逐語化した．内容は夫婦の基本

情報や適応過程，転機，継続要因，対話など多岐にわたる． 

  

2.3 分析方法 

 夫婦関係継続のプロセスを捉えるため，修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ

（M-GTA）を採用．分析焦点者の逐語録から概念を抽出し，他対象と比較検討しながらカ

テゴリーに統合．理論的飽和に達したと判断し，要因構造を図示．分析過程では指導教員

の助言を受けた． 

 
第３章 結果 
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3.1 分析対象者の概要 
 協力者は 10名であったが，QMI の基準を満たさなかった 4名を除外し，6名を分析対

象とした． 
 
3.2 生成されたカテゴリー，概念 
 分析では最終的に，13 の概念が抽出され，内容の近接性や意味的統合性に基づいて，5
つのカテゴリーへと整理された．これらは，夫婦関係を深めるための肯定的蓄積と，関係

を守るための調整的働きかけという両側面から構成されており，時間的な積み重ねの中で

満足度を支える基盤が明らかとなった． 
 
3.3 ストーリーライン 
 夫婦関係満足度の高い妻たちは，夫との協働や信頼の積み重ねを通じて関係を深めてい

た．また，病気や家族の死など重大な局面で夫の存在を頼れると感じたことが，関係性の

再認識につながっていた．さらに，日常的な衝突や摩擦を未然に防いだり，距離や感情を

柔軟に調整したりなどの工夫を通して，関係の安定を図っていた．加えて，義家族が過度

に干渉せず，妻の選択や家庭内の在り方に理解を示していたことも，安心感や自律性を支

える要因として作用し，夫婦関係の形成と維持を後押ししていた．こうした関係調整，内

的納得，そして環境的安定の積み重ねが，長期的な結婚継続と満足度の形成を支える心理

的・関係的基盤として機能していた． 
 
第４章 考察 
4.1 本研究の視点と結果の要約 

 長期結婚を継続し高い満足度を測定した妻の語りから，関係維持の構造を明らかにし

た．量的研究では捉えきれない背景要因を質的に探究し，13 の概念を抽出．【協働体

験】【重大局面での再認識】【距離の調整】【感情の折り合い】【関係形成を阻害しない

義家族の存在】の 5 カテゴリーに統合され，関係を深める力と守る力の相互補完によっ

て夫婦関係が支えられていることが示された．妻たちの語りに内在する実践知を構造化す

ることで，支援実践や家族関係理解の深化にも貢献しうる可能性を示している． 

 

4.2 夫婦関係満足度を支える構造 

 本研究の 5 カテゴリーは，先行研究 Robinson& Blanton の 5 特性と多くの対応を示し

た．親密性や関係維持の意思，コミュニケーション，役割の調和といった特性が妻たちの

語りに表れており，日本の文化的文脈に根ざした実践知として再構成された．特に，暗黙

的対話や非干渉の関係性は本研究独自の視点であり，長期的関係を支える深層構造の解明

に貢献している． 

 

4.3 本研究の限界と今後の課題 

 6名の妻を対象とし理論的飽和を考慮したが，再現性や一般化には限界がある．今後は

対象者の拡大と他事例との比較が求められる．また妻の語りに焦点を当てた本研究に対

し，夫側の視点も含めた双方向的分析が必要である．さらに，対象者が日本の中高年層に
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限定されている点から，今後は文化的・社会的背景の多様性を含めた検討が重要である．

プロセス的変容の描出には補完的手法の導入も課題となる． 
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